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長崎豪雨に基づく強雨の10分間雨量分布モデル＊

荒　生　公　雄＊＊

　1．はしがき

　集中豪雨の強雨域は狭い範囲に限られ，極めて局地的

であることはよく知られている．しかしながら，豪雨域

の大きさは一般的に直径10～数10kmと記述されてい

ることが多く，定量的な分布はあまり示されていない．

強雨の瞬間的な雨量分布は，累積雨量に直接的に反映す

るぽかりでなく，レーダーエコーの強度分布や豪雨の降

雨機構に関する研究に対しても重要な情報を提供するも

のと考えられる．さらに，この種の情報は面積雨量およ

び河川流出量の予測やシミュレーションのための基礎デ

ータとしても有用である．このような観点から，長崎豪

雨の降雨分布に基づいて，強雨の10分間雨量分布モデル

を作成した．その方法と結果を報告する．

点は前報で示した関係で，実線はこれらの点を参考にし

てフリーハンドで平滑化したものである．この実線を描

くにあたって，7個のデータのうち，々＝20，25および

30mmに対するαの値を最も重視した．その理由は，

た＝35および40mmに対するαの値は比較的少数のデ

ータから導かれたものであり，たニ10および15mmの

値はやや弱い雨（Pm、x＝・10～20mm）に・ウエイトがか

かりすぎる傾向があったからである．さらに，モデル化

のために，h＝50mmでσ＝・0と設定した．すなわち，

10分間降水量の上限を50mmとおいた．第1図の実線

から読み取ったαとhの関係を第1表にまとめる．これ

が10分間雨量分布モデルの基盤になるデータである．

第1表　モデルに用いた係数αの値．

　2．方　法

　モデルの原形は長崎豪雨に関する筆者の報告に既に示

されている（荒生，『1986）．すなわち，長崎豪雨の各時

刻における10分間降水量の最大値（Pm、．）とそのときの

10分間雨量たmmの等雨量線内の面積S（た×km2）との

関係を整理し，

　　S（為）＝α・Pmax＋δ　　　　　　　（1）

の1次式で近似した．そして，αと6り値をhの関数と

して，前報の第5表に示すとともに，それらの関係も第

5図に示した．今回はこれに若干の修正を加えることに

する．まず，（1）式の形で表すと定数δは負の値として

導かれるから，本報では

　　S（た）一α・．Pmax－6　　　　　　　（2）

と書き改め，ゐを正の値として論を進める．

　第1図に係数αと雨量hの関係を示す．図中の7個の
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　次に，本モデルでは便宜的にた＝・Pm、xでS（ゑ）ニOkm2

と設定した．この関係と（2）式から直ちに

　　δ＝α・々　　　　　　　　　　（3）
の関係が得られ，定数6はαによって一義的に定まる．

第1表のαとゐを（3）式に代入して求めたゐと乃の関

係を第2図の実線で示す．参考のために前報の7個の関

係（黒点）も図示したが，6の値は実線の方がわずかに

大ぎい傾向を示している．これは，前報ではh＝Pm、xの

とき，わずかながらS（々）＞0となる場合が多かったため

である．換言すれば，モデルでは3（々）＝0とした分だけ，

前報に比べて降雨面積を小さく見積もっていることにな

る．
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第4図10分間雨量の半径に対するモデル分布．

　3．モデル分布

　第3図に，上述のαとδの値から得られる，中心雨量

と降雨面積の関係を示す．この図では5mmごとの々

の値に対する関係を表示したが，第1表を用いれば，任

意のゐの値に対して同様の関係が得られる．これが今回

得た強雨の10分間雨量分布モデルである．さらに，降雨量

が同心円状に分布すると仮定すれば，中心雨量をパラメ

ーターとして，雨量と半径の関係が得られる．これを第

4図に示す．また，第3図および第4図の代表的な関係
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を第2表にまとめる．この表の右端の欄には雨量が中心

の2分の1になる半径を示した．強い雨ほどその半径は

小さいが，このモデルではおよそ8kmで雨量が半減す

ることにな：る．

　4．あとがき

　本モデルは極めて単純な手続きによって作られてお

り，大局的にみて，長崎豪雨の平均的な10分間雨量分布

を示していると考えられる．しかしながら，モデルに問題

、天気”33．6．
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第2表　モデルの代表的な10分間雨量分布．

　上段：面積（km2）．下段：半径（km）．
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がないわけではない．比較的重要と考えられる2つの課

題をここに記す．まず第1に，10分間雨量の上限値を50

mmとしたことである．長崎豪雨の10分間雨量の極値は

43mmであったから，これよりPm、xに対する関係は

単なる外挿にすぎない．第1図からみて，この上限値は

それほど不自然ではなく，モデルとしては十分許容でき

ると考えられるが，信頼性には幾分問題が残る．第2

に，本モデルではPm、xが大きくなると，それぞれの

降雨面積も（2）式に従って増大する．しかし，特に

ゐ＝10～15mmの面積が，pm、、の大きい範囲（40～50

mm）においても，それまでと同じ傾きで増加を続ける

かどうかには疑間が残る．ある限度から先のPm、xの大

きい値に対しては，面積が直線的な増加からはずれ，頭

打ち傾向に推移することも考えられる．このような理由

と，Pmax＞43mmの領域が外挿であることから，第4図

の分布のすそ野にあたる，半径12km以上でのモデル

の信頼性はやや劣るものと考えられる．参考までに記せ

ば，長崎豪雨で得られた乃二10および15mmの降雨面

積の最大値は，それぞれ，733km2（pm、x＝43mmのと

ぎ），584km2（Pmax＝42mmのとき）であった．
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